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記念式典＆記念事業検討チーム会議

６月から始動した記念式典検討チームにて３回の会議を、同じく７月から始動した記念事業チーム

にて２回の会議を開催した。テーマに沿った熱い議論の末、様々なアイディアが生まれている。
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特集１ 検討チーム会議

具体的なアイディアが続々と生まれる
東海村の魅力を改めて考える機会に

東海村の魅力とはいったい何なのか！？

記念事業検討チームでは村の魅力を生かした記念事業について議論を行う。白熱した議論の中で見えて
きた東海村の魅力の新たな活用方法、公共空間の利活用、過去を振り返り未来へとつながる事業など、
東海村にはまだまだ無限の可能性が秘められていることに気づかされた。

A・Bの２グループに分かれて議

論する。Aグループから出された

アイディアは、村の特色あるス

ポーツの１つであるフィールド

ホッケーを生かしたイベントや、

およそ１００年前東海村で行っ

ていたヤンサマチ行列の復活，

村松村と石神村チームに分かれ

ての対抗戦などのアイディアが

出された。

Bグループからは、東海十二景ミ

ステリーツアーや、村松虚空蔵

尊で宝探し等のユニークなアイ

ディアが数多く出された。その

中からイチ推しアイディアとし

て、サツマイモをテーマとした

新たなるイベント『芋男競争』

や、アイヴィルの屋上等を利用

した花火大会の記念シートの２

つの案について議論を深めた。

01 ナナマルワークス



記念式典検討チームでは、令和７年７月６日に開催予定である、村発足７０周年記念式典のフィ

ナーレを飾る催しについて、２つのグループに分かれ検討していただいた。

02 ナナマルワークス

記念式典のフィナーレ
わかものが主体となる催しを考える

両グループに共通していたアイディアは、ステージ

演者の出し物を来場者が見るスタイルではなく、来場

者も巻き込み、共に楽しめるものであった。より多く

の村民の記憶に残るような式典を目指していきたい。

観覧型から参加型へ まとめ

村にはまだまだ隠された魅力があふれている

来場者参加型の式典作りを今後検討

多くの村民の記憶に残る７０周年を目指す



村発足７０周年記念ロゴマーク２次選考へ

７月２２日から８月２３日まで、村内在住在学の小中学生から募集した、村発足７０周年記念ロゴ

マーク。担当の「ロゴマーク応募１００作品は超えてほしいなぁ…」の心配を他所に、３００点を

超える作品が応募された。
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特集２ ロゴマーク募集

応募総数なんと３３８点
村の小中学生１０人に１人が応募

本事業は、村発足７０周年の実施事業の１つである“シビックプライド向上や魅力発見の事業”に位置づいて

いる。今回、ロゴマークの応募をしてくれた子どもたちは、作品を描くに当たって、「東海村らしさってなん

だろう？」「特色ってなんだろう？」と調べ、作品を描いてくれたことと思う。このプロセスの中で、シビッ

クプライド向上や、村の魅力を知る機会につながっていてくれたことと考える。

ロゴマークの応募方法は、窓口に持参する、

電子申請、メール、郵送と４つの方法を設け

ていたが、ほとんどが窓口持参であった。普

段は訪れる機会がないであろう、庁舎内の雰

囲気に、辺りをキョロキョロ見渡す子、少し

緊張した様子の子、しっかりとした態度で

「ロゴマークの応募お願いします」と話す子

と様々な様子があった。

03 ナナマルワークス



04 ナナマルワークス

ロゴマーク２次選考にすすむ
１０点の作品を大公開
事務局での選考と職員アンケートによる１次選考の結果、以下の１０点の作品が２次選考へとすすむ。

２次選考は一般WEB投票とし、村内外の数多くの方々から投票をいただき，村発足７０周年記念のロゴ

マークを決定していく。

ホームページや、すでに

掲載されている広報紙の

記事や、宣伝用のポス

ターの掲示。村公式LINE

での通知や、村内小中学

校にチラシを配布するな

ど、多くの方々に投票し

てもらえるよう周知して

いく。




